
　
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
と
は
異
な

る
、
新
聞
独
自
の
禁
則
処
理
が

自
動
で
行
わ
れ
る
の
も
特
徴
で

あ
る
。

　
句
読
点
や
括
弧
類
な
ど
、
文

頭
・
文
末
に
は
配
置
で
き
な
い

禁
則
文
字
。
ワ
ー
プ
ロ
の
よ
う

な
カ
ー
ニ
ン
グ
や
ぶ
ら
下
げ
で

な
く
、
句
読
点
等
の
約
物
を
半

角
分
の
領
域
で
描
画
す
る
。
半

角
描
画
が
で
き
な
い
場
合
は
、

文
字
間
を
均
等
に
空
け
る
。
本

ソ
フ
ト
で
は
、
こ
れ
ら
の
処
理

を
、
完
全
に
自
動
で
行
う
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
文
字
が
基
本

的
に
升
目
に
揃
い
、
さ
ら
に
常

に
行
末
の
文
字
が
揃
う
美
し
い

体
裁
を
保
つ
。

　
同
時
に
、
縦
書
き
の
場
合
、

半
角
連
数
字
を
縦
組
に
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
行
中
縦
」
も
自
動

的
に
行
う
。

　
ま
た
、
自
動
処
理
だ
け
で
無

く
、
強
制
的
に
文
字
間
を
空
け

た
り
、
逆
に
半
角
描
画
分
を
増

や
す
こ
と
も
出
来
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
記
事
本
文
を
１
文
字
も

変
え
ず
に
、
行
数
を
増
や
し
た

り
減
ら
し
た
り
す
る
こ
と
も
可

能
だ
。

このＰＤＦはＣＣライセンスで配布さ

れ、営利・非営利を問わず自由に利用でき

ます。改変は不可です。

　
ワ
ー
プ
ロ
や
汎
用
Ｄ
Ｔ
Ｐ
ソ

フ
ト
で
も
多
段
組
の
新
聞
形
式

の
文
書
は
作
成
で
き
る
が
、
見

出
し
や
写
真
説
明
を
適
切
に
作

ろ
う
と
す
る
と
手
間
が
掛
か

る
。
本
ソ
フ
ト
で
は
、
こ
う
し

た
新
聞
独
自
の
素
材
を
あ
ま
り

手
間
を
か
け
ず
に
用
意
す
る
工

夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
文
字
サ
イ
ズ
の
異
な
る
複
数

の
文
を
組
み
合
わ
せ
る
見
出

し
。
全
体
の
大
き
さ
を
決
め
れ

ば
、
あ
ら
か
じ
め
文
字
サ
イ
ズ

や
バ
ラ
ン
ス
を
適
切
に
設
定
し

た
パ
タ
ー
ン
を
複
数
提
示
。
選

ん
で
、
文
字
を
打
ち
込
む
だ
け

で
〝
新
聞
見
出
し
〟
が
完
成
す

る
。
文
字
扁
平
や
多
彩
な
地
紋

も
設
定
で
き
る
。

　
写
真
の
上
下
左
右
に
説
明
文

が
付
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
エ
ト

キ
」も
同
様
だ
。
エ
ト
キ
文（
説

明
文
）も
、専
用
画
面
で
位
置
を

選
ん
で
文
字
を
打
ち
込
む
だ
け

で
完
成
す
る
。
文
字
サ
イ
ズ
も

記
事
本
文
に
合
わ
せ
た
適
切
な

大
き
さ
が
事
前
設
定
さ
れ
る

（
変
更
可
能
）。
写
真
の
一
部
だ

け
を
切
り
取
る
ト
リ
ミ
ン
グ
は

マ
ウ
ス
で
も
キ
ー
操
作
で
も
直

感
的
に
行
え
る
。

　
紙
面
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ

た
り
、
凝
っ
た
紙
面
作
り
に
活

用
で
き
る
「
箱
組
」
も
作
成
で

き
る
。
見
出
し
と
同
様
、
文
字

組
や
段
間
の
置
き
方
な
ど
標
準

的
な
設
定
を
施
し
た
複
数
パ
タ

ー
ン
が
あ
ら
か
じ
め
提
示
さ

れ
、
紙
面
設
定
よ
り
難
し
い
段

間
の
計
算
な
ど
、
面
倒
な
設
定

を
省
略
で
き
る
。
こ
う
し
た
標

準
パ
タ
ー
ン
を
後
か
ら
変
更
も

出
来
る
。

　
な
お
こ
の
記
事
の
両
隣
は
箱

組
だ
。

　
こ
れ
ら
の
素
材
は
ひ
と
つ
の

固
ま
り
と
し
て
扱
え
る
た
め
、

紙
面
か
ら
い
っ
た
ん
外
し
て
別

の
位
置
に
再
配
置
し
た
り
、
紙

面
上
で
直
接
移
動
す
る
な
ど
、

部
品
感
覚
で
レ
イ
ア
ウ
ト
で
き

る
。

「朝刊太郎改」の開発画面（画像はぼかし処理）。ソースコードは計10万行を超える

　
新
聞
専
用
の
Ｄ
Ｔ
Ｐ
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
「
朝
刊
太
郎
改
」
が
正
式
公
開
さ
れ
た
。
記
事
操
作
だ
け

で
な
く
見
出
し
や
画
像
な
ど
新
聞
独
自
の
編
集
が
手
軽
に
行
え
る
。
20
世
紀
末
に
初
公
開
さ
れ
た

旧
「
朝
刊
太
郎
」
の
後
継
版
。
基
本
操
作
は
お
お
む
ね
踏
襲
し
つ
つ
、
大
幅
な
機
能
強
化
が
図
ら

れ
て
い
る
。
正
式
版
と
し
て
は
18
年
ぶ
り
と
な
る
。

20
世
紀
末
に
旧
「
朝
刊
太
郎
」

を
公
開
し
て
四
半
世
紀
近
く
。

こ
ん
な
に
長
く
使
用
さ
れ
続
け

る
と
は
全
く
想
定
し
て
い
な
か

っ
た
。
あ
ま
り
に
古
い
Ｐ
Ｃ
環

境
を
ベ
ー
ス
に
作
ら
れ
た
旧
版
を
、
で

き
る
だ
け
機
能
や
操
作
性
は
維
持
し
つ

つ
、
今
後
も
使
用
可
能
な
よ
う
に
全
面

改
良
し
た
「
朝
刊
太
郎
改
」
が
、
よ
う

や
く
完
成
し
た
。
大
量
の
新
機
能
も
追

加
さ
れ
た
▼
こ
の
20
年
余
り
で
ニ
ュ
ー

ス
は
ネ
ッ
ト
で
読
む
習
慣
が
ま
す
ま
す

根
付
い
た
よ
う
だ
。
け
れ
ど
、
あ
ら
ゆ

る
情
報
が
並
列
し
て
更
新
さ
れ
続
け
る

ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
と
違
い
、
新
聞
は
あ

る
時
点
で
の
情
報
の
重
要
度
と
意
味
を

は
っ
き
り
可
視
化
す
る
。
あ
る
種
、
特

殊
で
独
特
な
表
現
手
段
だ
▼
新
聞
の
編

集
作
業
に
は
、
情
報
の
価
値
を
見
極
め

る
判
断
力
と
、
端
的
に
ま
と
め
る
日
本

語
力
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
効
果
的
に
配

置
す
る
デ
ザ
イ
ン
力
が
必
要
。
難
し
い

が
、
知
的
で
楽
し
い
作
業
で
も
あ
る
。

そ
れ
は
、
真
面
目
な
一
般
新
聞
に
限
ら

ず
、
学
校
新
聞
や
地
域
通
信
で
も
共
通

だ
ろ
う
▼
新
し
い
朝
刊
太
郎
の
ソ
ー
ス

コ
ー
ド
は
10
万
行
超
。
個
人
開
発
と
し

て
は
そ
ろ
そ
ろ
限
界
か
も
し
れ
な
い
規

模
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
障
害
報
告
な
ど

ユ
ー
ザ
の
協
力
に
も
期
待
し
た
い
。

　
本
格
的
な
「
新
聞
」
を
作
成

す
る
た
め
の
機
能
を
備
え
て
い

る
。

　
新
聞
独
特
の
見
出
し
は
も
ち

ろ
ん
、
写
真
の
説
明
文
処
理
、

コ
ラ
ム
や
連
載
等
の
箱
組
も
作

れ
る
。

　
記
事
処
理
は
、
新
聞
の
禁
則

処
理
を
実
現
。
ワ
ー
プ
ロ
な
ど

の
「
ぶ
ら
下
げ
」
や
文
字
詰
め

で
無
く
、
常
に
行
末
が
揃
っ
た

美
し
い
体
裁
が
可
能
だ
。

　
操
作
に
習
熟
す
れ
ば
、
大
手

新
聞
と
ほ
ぼ
同
一
の
紙
面
を
作

成
す
る
こ
と
も
（
天
気
図
な
ど

特
殊
な
も
の
を
除
け
ば
）
不
可

能
で
は
な
い
。

　
多
段
組
と
い
う
形
態
に
合
わ

せ
た
組
版
処
理
も
直
感
的
か
つ

簡
便
に
行
え
る
。
位
置
を
正
確

に
決
め
な
く
て
も
、
ア
バ
ウ
ト

に
指
定
す
れ
ば
右
か
左
の
端
に

く
っ
つ
く
「
置
く
」
、
記
事
ス

ペ
ー
ス
を
決
め
な
く
て
も
、
適

正
な
位
置
で
折
り
返
す
「
畳

む
」
。
こ
う
し
た
操
作
が
、
最

低
限
の
マ
ウ
ス
操
作
で
実
現
で

き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

る
。

　
同
時
に
、
見
出
し
や
画
像
を

置
く
部
分
を
仮
に
決
め
、
記
事

等
を
配
置
後
に
見
出
し
・
画
像

に
変
え
る
「
仮
空
白
」
機
能
を

用
意
。
先
に
レ
イ
ア
ウ
ト
を
一

通
り
終
え
て
か
ら
の
編
集
も
出

来
る
。

　
縦
組
・
横
組
両
方
に
対
応
。

横
書
き
の
紙
面
作
成
も
可
能

で
、
一
般
的
な
縦
書
き
紙
面
の

中
に
横
書
き
の
箱
組
を
置
く
こ

と
も
も
ち
ろ
ん
出
来
る
。

　
学
校
新
聞
な
ど
定
期
的
に
発

行
す
る
た
め
の
工
夫
も
満
載
。

４
ペ
ー
ジ
建
て
な
ど
複
数
ペ
ー

ジ
の
新
聞
を
１
枚
の
用
紙
に
表

裏
印
刷
す
る
マ
ル
チ
印
刷
機

能
、
い
っ
た
ん
作
っ
た
紙
面
や

箱
組
の「
型
」だ
け
を
保
存
し
、

何
度
で
も
呼
び
出
し
て
再
利
用

で
き
る
「
雛
形
」
。
使
え
ば
使

う
ほ
ど
、
短
時
間
で
紙
面
が
作

れ
る
よ
う
に
な
る
。

　一般的なワープロやＤＴＰソ

フトと異なる独特の新聞組版を

直感的な簡易操作で行える。

　見出しや画像を紙面に配置す

る「置く」作業。だいたいの位

置をダブルクリックすれば最も

近い素材か紙面端に自動的にく

っつく。記事を区切る縦の罫線

は、矩形等のだいたい近くをド

ラッグすれば、やはり密着する。

　記事もアバウトな位置指定

で、右の素材の隣から流れる。

事前に記事領域を決める作業は

不要。指定の段数で折り返す「畳

み」は、２点を指示するだけ。

右あるいは左に、自動計算され

た適切な幅で折り返す。最初は

流し、途中の段から畳む「部分

畳み」も同様に可能だ。

　見出しを右上に、残りの記事

を折り返して、四角い領域に収

める「抱え畳み」もやはり２点

指示だけ。記事と見出しと写真

２枚までを一気に抱え畳むこと

が可能だ。もっと単純に、見出

しを右側に配置して、隣から記

事を流す「置き流し」も、１点

指示だけで出来る。

　もちろん、配置する素材を作

成する前に、あらかじめ領域を

取っておく「仮空白」も使える。

ここから見出しや画像、さらに

箱組を作れる。先にレイアウト

をだいたい固めておく方式の紙

面作成も簡単だ。

　
作
者
サ
イ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ヘ
ル
プ
は
総
１
０
７
㌻
。
豊
富

な
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
使

い
方
を
解
説
し
て
い
る
。
紙
面

例
も
多
数
。

　
操
作
中
に
Ｆ
１
キ
ー
を
押
す

と
、
関
連
す
る
ヘ
ル
プ
一
覧
が

表
示
さ
れ
、
ブ
ラ
ウ
ザ
で
該
当

ペ
ー
ジ
を
開
け
る
。
ヘ
ル
プ
内

の
全
文
検
索
も
出
来
る
。

　
サ
イ
ト
に
は
操
作
動
画
や
Ｑ

＆
Ａ
も
用
意
し
て
い
る
。

　題字下の「太郎通信舎」は

架空の団体名であり、仮に同

名の組織・団体が存在した場

合、この新聞とは無関係です。

紙面内容は今後変更される可

能性があります。


